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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
試
論

は
じ
め
に

　
昭
和
五
十
五
年
八
月
に
大
阪
市
で
試
み
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
は
、
翌
五
十
六
年
度
に
建
設

省
が
第
三
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

五
ヵ
年
計
画
（
五
十
六
～
六
十
）
に
新
施
策
と

し
て
取
り
入
れ
た
た
め
、
全
国
で
一
〇
都
市
一

一
ヵ
所
で
建
設
さ
れ
た
。
五
十
七
年
度
は
一
七

都
市
二
三
ヵ
所
で
現
在
事
業
実
施
中
で
あ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
補
助
採
択
路
線
こ
そ
な
い

が
。
港
北
ニ
ュ

整
備
済
で
、
五
十
七
年
度
に
八
ヵ
所
が
計
画
中

で
は
、
自
動
車
の
交
通
と
快
適
な
町
と
い
っ
た

従
来
対
立
関
係
に
あ
っ
た
二
つ
の
も
の
を
調
和

さ
せ
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
提
案

で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ボ
ン
ネ
ル
フ
の
影
響
の

も
と
で
地
域
社
会
に
う
る
お
い
と
ゆ
と
り
を
も

た
ら
す
多
機
能
空
間
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道

路
が
提
起
さ
れ
て
く
る
背
景
、
整
備
上
の
問
題

点
、
そ
し
て
道
路
行
政
上
の
位
置
づ
け
を
検
討

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
整
備
の
今
後
の
取
り

組
み
の
一
助
と
い
た
し
た
い
。

で
あ
る
。
ま
た
。
本
市
道
路
局
の
「
魅
力
あ
る

道
路
づ
く
り
基
本
調
査
」
に
お
い
て
も
、
生
活

道
路
網
整
備
の
た
め
有
効
な
手
法
と
し
て
、
各

地
で
整
備
構
想
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
一
つ
の
事
業
が
短
期
間
の
う
ち

に
全
国
的
展
開
を
み
せ
て
い
る
の
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
道
路
が
都
市
に
お
け
る
道
路
の
あ
り
方

に
つ
い
て
提
起
し
た
新
し
い
視
点
が
、
多
く
の

人
々
か
ら
好
感
を
も
っ
て
受
入
れ
ら
れ
て
い
る

た
め
と
思
わ
れ
る
。
「
人
と
車
と
が
共
存
し
あ

え
る
道
路
」
と
評
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
概
況

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
と
は
何
か
。
建
設
省
で

は
、
昭
和
五
十
六
年
度
に
本
事
業
を
新
施
策
と

す
る
に
際
し
て
、
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い

る
。

　
「
地
区
住
民
が
利
用
す
る
道
路
の
う
ち
、
通
過

交
通
の
進
入
と
狭
小
な
幅
員
と
が
相
ま
っ
て
歩

行
者
自
転
車
利
用
者
の
安
全
な
通
行
が
阻
害
さ

れ
て
い
る
道
路
に
つ
い
て
…
…
歩
道
部
の
幅
員

を
拡
大
ま
た
は
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
車

道
部
分
を
ジ
グ
ザ
グ
に
す
る
な
ど
し
て
通
過
交

通
を
抑
制
し
、
さ
ら
に
や
む
を
得
ず
進
入
す
る

地
域
交
通
の
た
め
の
自
動
車
が
低
速
走
行
と
な

る
よ
う
な
歩
車
道
構
成
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

歩
行
者
等
が
安
全
か
っ
快
適
に
通
行
で
き
る
道

路
と
な
る
よ
う
整
備
す
る
も
の
」
（
建
設
省
道

路
局
）
と
。

　
昭
和
五
十
六
年
度
に
実
施
さ
れ
た
一
一
ヵ
所

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
事
例
か
ら
整
備
上
の

特
徴
を
み
る
こ
と
す
る
。

①
―
実
施
例
に
つ
い
て

(
ア
)
大
阪
長
池
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路

　
大
阪
市
南
部
の
住
宅
街
の
延
長
二
〇
〇
ｍ
、

幅
員
一
〇
ｍ
の
市
道
が
当
初
「
ジ
グ
ザ
グ
道

路
」
と
よ
ば
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
モ
デ

ル
事
業
路
線
で
あ
る
（
図
―
１
）
。
こ
の
区
間

は
整
備
前
に
は
歩
道
な
し
の
単
断
面
、
対
面
交

通
、
速
度
制
限
三
〇
に
㎞
／
ｈ
で
あ
り
、
ま
た
駐

車
禁
止
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
路
の
両

側
は
駐
車
車
両
に
占
有
さ
れ
て
い
た
。

　
整
備
に
よ
り
歩
車
道
の
分
離
を
は
か
り
（
全

幅
一
〇
ｍ
の
う
ち
車
道
幅
三
ｍ
、
住
宅
側
歩
道

三
浦
　
良

幅
四
・
五
ｍ
、
公
園
側
歩
道
幅
二
・
五
ｍ
を
ペ

ー
ス
と
し
た
）
、
車
道
に
五
ヵ
所
で
屈
折
部
を

設
け
て
自
動
車
に
蛇
行
を
強
い
て
お
り
、
特
に

車
道
の
屈
折
部
に
は
運
転
者
の
注
意
喚
起
の
た

め
の
徐
行
標
示
が
さ
れ
た
。
ま
た
歩
道
と
車
道

の
間
に
は
一
・
五
ｍ
ピ
ッ
チ
で
商
さ
五
〇
作
の

車
止
め
や
ベ
ン
チ
兼
用
の
安
全
柵
が
設
け
ら

れ
、
二
～
三
㎝
の
マ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
た
歩

道
や
組
合
わ
せ
ブ
ロ
ッ
ク
で
舗
装
さ
れ
た
、
街

路
樹
、
街
灯
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
が
配
置
さ
れ

た
。
こ
の
結
果
、
通
行
方
法
は
駐
車
禁
止
は
そ

の
ま
ま
で
あ
る
が
、
一
方
通
行
、
制
限
速
度
二

〇
』
一
／
ｈ
に
変
お
っ
た
。

(
イ
)
足
立
区
綾
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路

　
本
路
線
は
、
国
電
綾
瀬
駅
前
か
ら
商
店
街
、

幼
稚
園
を
へ
て
住
宅
街
を
貫
通
す
る
延
長
六
九

二
ｍ
、
幅
員
七
・
七
～
九
・
二
ｍ
の
道
路
で
あ

る
。
通
勤
、
通
学
、
買
物
道
路
と
し
て
利
用
度

が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
は
白
線
か
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
に
よ
る
「
歩
道
」
が
あ
っ
た
に
す

ぎ
な
い
。
交
通
規
制
と
し
て
は
、
一
方
通
行
、

速
度
制
限
三
〇
㎞
／
ｈ
、
一
五
時
～
一
八
時
の

人
と
自
動
車
の
共
存
を
め
ざ
し
て

ニ

一



図一１　大阪長池コミュニティ道路平面図

図一２　東京綾瀬コミュニティ道路平面図

歩
行
者
用
道

路
、
七
時
～

二
〇
時
の
駐

車
禁
止
が
か

け
ら
れ
て
い

た
。

　
図
―
２
は

完
成
図
の
一

部
で
あ
る
が

道
路
構
成
は

車
道
幅
員
三
ｍ
、
残
り
七
ｍ
を
段
差
を
設
け
な

い
歩
道
（
四
・
五
ｍ
十
二
・
五
ｍ
の
千
鳥
配

置
）
と
し
た
。
車
道
線
形
は
一
般
的
な
ジ
グ
ザ

グ
形
で
、
屈
折
部
に
は
徐
行
標
示
が
さ
れ
て
い

る
が
、
交
差
点
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
出
入

口
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
認
識
で
き
る
よ
う

カ
ラ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
さ
れ
た
。
歩
道
に
は
一

・
五
ｍ
ピ
ッ
チ
で
七
〇
㎝
の
大
型
で
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
車
止
め
が
あ
り
、
歩
道
面
は
イ
ン

ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
で
、
プ
ラ
ン
タ
ー
、

高
木
、
低
木
の
植
込
み
、
ベ

ン
チ
、
街
灯
、
電
話
ボ
ッ
ク

ス
が
配
置
さ
れ
た
。
こ
の
結

果
、
一
方
通
行
は
そ
の
ま
ま

で
あ
る
が
、
四
〇
分
時
間
制

限
付
駐
停
車
可
、
制
限
速
度

二
〇
緬
／
ｈ
に
変
お
っ
た
。
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②
　
構
造
基
準
に
つ
い
て

　
自
動
車
通
行
を
排
除
す
る
の
で
な
く
、
歩
行

者
の
安
全
を
図
る
た
め
通
過
交
通
を
進
入
し
に

く
い
し
、
や
む
を
得
ず
進
入
し
た
自
動
車
は
低

図一３　コミュニティ道路のモデル（幅員8 w）

速
で
し
か
通
行
で
き
な
い
道
路
構
造
を
実
現
し

よ
う
と
す
る
も
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
目

ざ
す
も
の
で
あ
る
（
図
―
３
）
。
沿
道
条
件
、

交
通
条
件
、
道
路
条
件
に
応
じ
て
必
ず
し
も
同

②
車
道

　
ア
、
道
路
は
歩
車
道
の
分
離
を
は
か
り
、
車

　
　
道
は
原
則
と
し
て
一
車
線
と
し
、
必
要
が

　
　
あ
れ
ば
一
方
通
行
と
す
る
。

　
イ
、
車
道
幅
員
は
原
則
と
し
て
三
ｍ
と
す
る

　
ウ
、
車
道
に
は
直
線
部
と
屈
折
部
を
設
け
、

　
　
自
動
車
に
蛇
行
を
強
い
る
も
の
と
す
る
。

　
エ
、
車
道
の
屈
折
部
の
前
後
の
路
面
に
は
徐

　
　
行
標
示
を
設
け
る
。

″
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
″
が
目
的
と
し
て
い
る
の

は
、
市
民
が
楽
し
く
生
活
で
き
る
場
所
、
市
民

が
解
放
さ
れ
る
場
所
、
市
民
が
救
わ
れ
る
よ
う

な
場
所
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
意
義
が
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
″
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
″
道
路
さ
え
っ

く
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
解
決
さ
れ
る
と
い

う
期
待
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ボ
ン
ネ
ル
フ
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

道
路

調査季報75―82.973

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
原
型
は
、
オ
ラ
ン
ダ

の
小
さ
な
町
デ
ル
フ
ト
で
一
九
七
〇
年
に
始
め

ら
れ
た
「
ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
」
に
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
ボ
ン
ネ
ル
フ
は
。
英
語
で
r
e
s
i
d
e
n
t
i
a
l

p
r
e
c
i
n
c
t
と
翻
訳
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る

居
住
環
境
整
備
地
区
で
、
こ
の
地
域
内
の
道
路

に
は
特
別
交
通
規
則
が
適
用
さ
れ
る
。
ボ
ン
ネ

ル
フ
の
道
路
は
、
歩
車
道
区
分
を
な
く
し
「
車

道
」
を
ジ
グ
ザ
グ
に
変
え
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
「
車
道
」
に
緩
や
か
な
段
差
（
ハ
ン

プ
）
を
設
け
て
い
る
（
図
―
４
）
。
こ
こ
で
は

人
に
優
先
権
が
あ
り
、
自
動
車
は
人
を
脅
か
さ

な
い
よ
う
に
低
速
で
走
行
す
る
限
り
で
通
行
が

認
め
ら
れ
る
。

①
―
ボ
ン
ネ
ル
フ
の
背
景
と
考
え
方

　
「
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｆ
」
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
本

来
の
意
味
は
「
生
活
の
庭
」
　
（
農
家
の
コ
ー
ト

ヤ
ー
ド
）
の
こ
と
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い

一
で
は
な
い
が
、
共
通
す
る
構
造
基
準
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
道
路
の
区
分
と
設
計
速
度

　
ア
、
道
路
の
区
分
は
第
四
種
四
級
と
す

　
　
る
。

　
イ
、
設
計
速
度
は
二
〇
㎞
／
ｈ
と
す
る

③
歩
道

　
ア
、
歩
車
道
境
界
に
は
必
要
最
小
限
の
段
差

　
　
を
設
け
る
。

　
イ
、
舗
装
は
必
要
に
応
じ
て
楽
し
く
歩
け
る

　
　
構
造
と
す
る
。

④
付
属
施
設

　
ア
、
道
路
の
入
口
部
及
び
車
道
屈
折
部
に
は

　
　
必
要
に
応
じ
て
照
明
灯
を
設
け
る
。

　
イ
、
歩
道
に
は
適
宜
、
高
木
及
び
低
木
を
配

　
　
す
る
。

　
ウ
、
歩
道
に
は
原
則
と
し
て
安
全
柵
な
ど
を

　
　
設
け
る
。

　
エ
、
歩
行
者
系
道
路
の
標
識
を
設
け
る
。

　
オ
、
車
道
屈
折
部
に
接
続
し
て
、
必
要
に
応

　
　
じ
て
駐
停
車
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
。

　
こ
こ
に
示
さ
れ
た
も
の
は
、
第
一
に
交
通
計

画
上
地
区
に
と
っ
て
不
用
な
通
過
交
通
を
い
か

に
排
除
す
る
か
へ
の
回
答
で
あ
り
、
そ
こ
で
な

さ
れ
る
各
種
デ
ザ
イ
ン
は
基
本
理
念
を
よ
り
効

果
的
な
ら
し
め
る
補
助
的
役
割
の
関
係
に
あ

る
。
そ
し
て
第
二
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の

三



て
も
住
宅
地
区
内
道
路
へ
通
過
交
一
声
沢
進
入

し
、
こ
の
自
動
車
に
よ
り
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
家

庭
の
周
囲
の
環
境
悪
化
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
最
も
深
刻
な
問
題
が
子
供
の
交
通
事

故
で
あ
る
。
こ
の
原
因
が
、
末
端
の
地
区
道
路

で
も
法
規
上
五
〇
㎞
／
ｈ
の
運
転
が
認
め
ら

れ
、
通
過
交
通
の
侵
入
が
自
由
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
オ
ラ
ン
ダ
の
認
識
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
た
め
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ

で
は
車
の
通
行
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
狭
め
た

り
、
通
過
交
通
の
排
除
す
る
よ
う
な
交
通
制
御

を
行
っ
た
り
、
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
低
減
さ
せ
る

装
置
と
し
て
意
図
的
に
道
路
を
蛇
行
さ
せ
た

り
、
［
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
ー
ポ
リ
ス
マ
ン
］
と
呼

ば
れ
た
バ
ン
プ
（
凸
凹
の
段
差
）
を
道
路
表
面

に
施
し
た
り
、
交
差
点
の
改
良
な
ど
が
さ
れ

図一４　デルフト市のボンネルフ例

た
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
人
を
車
か
ら
分
離
す

る
考
え
方
で
、
ご
く
普
通
に
は
歩
道
と
車
道
を

分
離
す
る
こ
と
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ど
の
歩
行

者
専
用
道
路
な
ど
で
人
と
車
が
平
面
交
差
し
な

い
よ
う
計
画
す
る
こ
と
、
信
号
機
や
買
物
道
路

な
ど
で
構
造
的
、
時
間
的
分
離
を
す
る
も
の
と

共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
七
〇
年
代
に
デ
ル
フ
ト
市
で
は
Ｄ
Ｉ
Ｄ

　
（
人
口
集
中
地
区
）
の
交
通
政
策
と
し
て
、
Ｄ

Ｉ
Ｄ
を
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
た
う
え
で
、
各
地

区
で
駐
車
台
数
を
き
め
、
車
の
速
度
を
制
限
す

る
新
交
通
規
制
を
実
施
し
た
。
こ
の
と
き
従
来

の
人
と
車
の
分
離
手
法
に
反
省
を
加
え
、
新
施

策
を
、
古
い
住
宅
を
修
復
し
、
居
住
区
域
を
美

し
く
す
る
た
め
の
再
改
造
事
業
に
と
り
こ
ま
せ

た
も
の
が
「
ボ
ソ
ネ
ル
フ
」
と
し
て
実
施
さ
れ

た
。
歩
道
が
あ
っ
て
も
車
道
に
と
び
だ
す
子
供

の
事
故
は
防
げ
な
い
し
、
認
め
ら
れ
て
い
た
路

上
駐
車
の
車
の
処
理
が
で
き
な
い
の
で
、
住
宅

地
の
地
区
道
路
で
は
通
過
交
通
を
排
除
し
た
う

え
で
人
と
車
を
共
存
さ
せ
る
試
み
が
提
案
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

②
―
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
ボ
ン
ネ
ル
フ
は
、
住
宅
地
の
な
か
で
交
通
の

危
険
性
の
問
題
を
解
決
す
る
と
同
時
に
、
生
活

の
た
め
の
場
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
道
路
の
環

境
を
と
り
戻
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
目
的
の
た
め
に
三
つ
の
基
本
的
目
標

－
自
動
車
交
通
の
速
度
を
減
ら
す
こ
と
、
安

全
性
と
見
と
お
し
を
よ
く
す
る
こ
と
及
び
環
境

の
質
を
向
上
す
る
こ
と
―
が
定
め
ら
れ
た
。

図一５　ボンネルフに改造した状況とその施設図
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一
九
七
六
年
九
月
に
、
ボ
ン
ネ
ル
フ
に
関
す
る

交
通
法
規
条
項
が
オ
ラ
ン
ダ
道
路
交
通
法
に
追

加
さ
れ
、
同
時
に
ボ
ン
ネ
ル
フ
の
た
め
の
最
低

設
計
基
準
が
制
定
さ
れ
た
。
ボ
ン
ネ
ル
フ
の
設

計
基
準
（
全
一
四
条
か
ら
構
成
）
と
前
記
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
構
造
基
準
及
び
建
設
省
の
補

助
採
択
基
準
の
比
較
対
照
表
は
別
表
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
ボ
ン
ネ
ル
フ
の
三
つ
の
基
本
目
標
に
よ
り
、

道
路
交
通
法
（
″
Ｒ
Ｖ
Ｖ
″
と
略
す
）
と
設
計

基
準
（
″
Ｄ
Ｓ
″
と
略
す
）
の
両
面
を
み
る
と

次
の
と
お
り
で
あ
る
（
図
―
５
）
。

①
自
動
車
交
通
の
速
度
を
減
ら
す
こ
と

　
Ｒ
Ｖ
Ｖ
…
最
高
速
度
を
お
さ
え
て
人
の
歩
行

　
　
速
度
よ
り
速
く
運
転
し
て
は
な
ら
な
い

　
　
（
8
8
b
）
。



Ｄ
Ｓ
…
ア
小
庭
園
、
樹
木
、
ペ
ン
チ
を
配
置

　
す
る
。

　
イ
出
入
口
は
明
ら
か
に
そ
れ
と
わ
か
る
よ

　
う
設
計
す
る
。

別表　ボンネルフとコミュニティ道路の設計基準比較対照表
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Ｄ
Ｓ
…
：
ア
歩
道
と
車
道
を
分
離
す
る
境
界
線

　
　
を
連
続
さ
せ
な
い
（
§
４
）
。

　
　
イ
直
線
コ
ー
ス
は
長
く
し
な
い
で
、
道
路

　
　
中
心
を
五
〇
ｍ
以
内
で
ず
ら
す
（
§
９
）
。

　
　
ウ
形
態
を
一
定
に
し
な
い
で
、
バ
ン
プ
、

　
　
蛇
行
、
段
差
の
あ
る
敷
地
、
狭
い
幅
員
な

　
　
ど
に
よ
り
不
規
則
性
を
も
た
す
（
同
右
）
。

　
　
エ
車
線
幅
は
、
自
動
車
と
自
転
車
が
並
走

　
　
す
る
三
・
二
ｍ
を
基
準
と
し
て
必
要
以
上

　
　
広
く
し
な
い
。

　
　
オ
原
則
と
し
て
一
方
通
行
と
し
な
い
（
二

　
　
台
の
車
の
す
れ
違
い
に
は
待
避
ス
ペ
ー
ス

　
　
を
設
け
て
、
不
便
を
意
識
的
に
っ
く
り
だ

　
　
し
て
通
過
交
通
排
除
を
は
か
る
）
。

②
安
全
性
と
見
と
お
し
を
よ
く
す
る
こ
と

　
Ｒ
Ｖ
Ｖ
…
ア
車
道
を
と
り
や
め
て
、
歩
行
者

　
　
は
道
路
幅
員
全
部
を
用
い
る
こ
と
が
で
き

　
　
る
（
8
8
a
）
。

　
　
イ
明
示
し
た
と
こ
ろ
だ
け
パ
ー
キ
ン
グ
可

　
　
　
（
8
8
e
）
。

　
Ｄ
Ｓ
…
ア
遊
び
場
を
つ
く
る
。

　
　
イ
駐
車
の
列
が
続
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
　
ウ
障
害
物
は
照
明
す
る
。

③
環
境
の
質
の
向
上
を
は
か
る
こ
と

　
Ｒ
Ｖ
Ｖ
…
区
城
内
は
ど
こ
で
遊
ん
で
も
よ

　
　
い
。



③
―
ボ
ン
ネ
ル
フ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
ヘ

　
ボ
ン
ネ
ル
フ
は
レ
ソ
ガ
造
り
の
古
い
住
宅
街

の
改
造
に
あ
わ
せ
て
狭
隆
な
道
路
空
間
を
Λ
歩

車
共
存
区
域
化
▽
し
た
も
の
で
、
本
来
ボ
ン
ネ

ル
フ
と
い
う
再
改
造
を
必
要
と
す
る
特
定
の
区

域
に
特
別
な
道
路
を
適
用
す
る
だ
け
の
必
然
性

が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
道
路
は
、
当
初
か
ら
地
区
道
路
の
整
備
手

法
で
あ
る
。
建
設
省
の
補
助
採
択
基
準
が
そ
の

典
型
例
で
あ
る
。
大
阪
市
の
場
合
に
は
、
次
の

よ
う
な
考
え
方
を
し
て
い
る
。

め
た
こ
と
に
あ
る
の
で
、
そ
の
逆
（
歩
道
新

設
、
拡
幅
な
ど
）
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し

て
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自
動
車
交
通
に
よ
っ

て
分
断
さ
れ
て
い
た
町
に
つ
い
て
、
再
び
人
と

人
、
家
と
家
、
地
域
と
地
域
を
つ
な
い
で
一
休

化
す
る
役
割
を
道
路
が
復
権
す
る
道
す
じ
を
開

く
と
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

で
は
、
通
行
す
る
交
通
手
段
の
構
成
比
が
路
線

に
よ
り
異
な
る
こ
と
に
着
目
し
て
、
こ
の
よ
う

な
地
区
道
路
を
比
率
に
応
じ
て
交
通
手
段
別
優

先
通
行
路
線
（
バ
ス
系
道
路
、
自
動
車
系
道
路

及
び
歩
行
者
系
道
路
）
に
使
い
お
け
る
考
え
方

で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
く
地
区
道
路
網
計
画
に

お
い
て
、
特
に
歩
行
者
の
主
要
動
線
と
し
て
利

用
さ
れ
る
歩
行
者
系
道
路
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

道
路
と
し
て
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
場
合
に
は
、
再
改
造
が
必
要

に
な
っ
て
い
る
居
住
地
域
で
あ
れ
ば
、
交
通
機

能
よ
り
社
会
的
、
環
境
的
機
能
を
優
先
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
と
行
政
七
市
民
が
認
め
た
道
路

は
、
面
的
に
ボ
ン
ネ
ル
フ
化
さ
れ
る
。
こ
の
こ

と
は
生
活
様
式
や
交
通
事
情
の
違
い
が
良
い
意

味
で
反
映
さ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
は
日
本
型
ボ
ン
ネ
ル

フ
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
昭
和
五
十
六
年
度
実
施
済
一

一
ヵ
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
が
共
通
し
て
、

従
来
歩
車
道
区
分
が
な
か
っ
た
道
路
に
歩
道
を

新
設
し
た
形
で
あ
る
こ
と
、
車
道
を
ク
ラ
ン
ク

状
に
蛇
行
さ
せ
な
が
ら
一
方
通
行
規
制
に
か
え

た
こ
と
、
を
み
て
い
る
と
ボ
ン
ネ
ル
フ
は
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
至
っ
て
、
必
然
か
ら
生
ま
れ
た
ボ

ン
ネ
ル
フ
の
手
法
だ
け
切
離
さ
れ
た
形
で
進
み

は
じ
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
抜
群

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
あ
る
″
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
″
道

路
の
本
来
の
形
は
、
歩
車
分
離
さ
れ
た
道
路
か

ら
自
動
車
の
専
用
（
車
道
の
こ
と
）
を
と
り
や

都
市
と
道
路
―
横
浜
市
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路

導
入
の
諸
条
件

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
従
来
の
歩
道
の
水
準

を
超
え
た
歩
行
者
空
間
の
た
め
の
諸
整
備
を
行

っ
て
き
た
。
「
く
す
の
木
広
場
」
（
四
十
九
・
六
）

　
「
都
心
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
（
四
十
九
～
五
十
一
）
、

　
「
イ
セ
ザ
キ
ー
モ
ー
ル
」
（
五
十
三
・
十
一
）
な

ど
が
そ
の
事
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
業
は
引

続
き
現
在
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
「
大
岡
プ
ロ

ム
ナ
ー
ド
」
や
「
イ
セ
ザ
キ
三
～
四
モ
ー
ル
」

が
事
業
中
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
本
市
の
こ

う
し
た
歩
行
者
空
間
整
備
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道

路
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

①
―
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路

　
馬
車
道
も
イ
セ
ザ
キ
ー
モ
ー
ル
も
シ
Ｅ
ツ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
で
あ
る
。
こ
の
シ
Ｅ
″
ピ
ン
ク
モ

ー
ル
は
、
古
い
概
念
の
歩
行
者
の
た
め
の
道
、

い
わ
ゆ
る
散
策
路
で
は
な
い
が
、
都
心
の
「
木

陰
の
散
歩
道
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
整
備
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
樹
木
が
植
え
ら
れ
、
人
々
は
ベ

ン
チ
に
座
っ
て
彫
刻
や
花
を
眺
め
て
談
笑
し
、

美
し
い
照
明
の
下
で
楽
し
い
ペ
ー
ブ
を
歩
く
こ

と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
モ
ー
ル
整
備
の
積
極
的
意
義

は
、
概
ね
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
①
歩
行
者
が
「
や
む
を
得
ず
」
歩
く
の
で
な

　
　
く
、
「
楽
し
く
」
歩
け
る
こ
と
に
よ
る
車

　
　
離
れ
、
自
動
車
交
通
量
の
削
減
及
び
こ
れ

　
　
に
伴
う
自
動
車
公
害
の
減
少
効
果
。

　
②
既
成
市
街
地
に
お
い
て
沿
道
の
土
地
建
物

　
　
と
一
体
整
備
さ
れ
ま
た
は
従
来
の
長
期
か

　
　
つ
高
額
な
再
開
発
事
業
に
か
わ
っ
て
容
易

　
　
で
低
費
用
な
都
市
再
開
発
事
業
と
し
て
の

　
　
効
果
。

　
③
地
域
に
独
自
の
魅
力
を
も
た
せ
て
商
業
ポ

　
　
テ
ン
シ
ャ
ル
を
向
上
し
地
盤
沈
下
に
歯
止

　
　
め
を
か
け
る
効
果
。

　
④
都
市
環
境
が
「
経
済
性
」
「
効
率
性
」
を

　
　
優
先
さ
せ
た
結
果
、
都
市
空
間
が
美
的
、

　
　
文
化
的
配
慮
に
乏
し
く
自
由
で
個
性
的
な

　
　
人
間
的
生
活
と
文
化
を
創
造
す
る
時
間
的

　
　
空
間
的
ゆ
と
り
を
失
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

　
　
う
な
経
済
効
率
よ
り
も
ゆ
と
り
や
安
ら

　
　
ぎ
、
文
化
を
重
視
し
は
じ
め
た
市
民
ニ
ー

　
　
ズ
に
応
え
る
効
果
。

　
と
こ
ろ
で
、
モ
ー
ル
は
、
立
地
、
機
能
、
交

通
及
び
整
備
手
法
の
四
要
因
に
よ
っ
て
性
格
を
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四

①
地
区
道
路
へ
の
通
過
交
通
の
進
入
を
抑
制

す
る
と
と
も
に
、
自
動
車
の
低
速
化
に
よ
り

安
全
性
を
は
か
る
。

②
違
法
駐
車
車
両
の
排
除
と
地
区
道
路
の
緑

化
、
美
化
等
に
よ
り
生
活
環
境
の
向
上
を
は

か
る
。
　
　
　
　

　
①
ラ
イ
ド
ー
ア
ン
ド
ー
ラ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
に

　
対
応
し
た
地
区
道
路
網
に
再
編
成
す
る
。

　
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
は
、
建
設
省
の

事
業
で
あ
り
、
車
道
を
蛇
行
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
る
が
、
ボ
ン
ネ
ル
フ
の
よ
う
に
歩
道
と
車
道

の
区
分
を
と
り
は
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
大

阪
市
の
場
合
に
も
、
整
備
路
線
の
選
定
に
つ
い

て
「
道
路
の
使
い
わ
け
」
方
法
が
採
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
総
合
改
善
地
区
制

の
概
念
に
類
似
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
交

通
量
五
〇
〇
台
未
満
程
度
の
市
道
（
四
種
四
級
）

度
の
理
論
的
根
拠
と
な
っ
た
∧
Y
o
u
r

S
t
r
e
e
t
;

f
o
r
y
o
u
o
r
y
o
u
r
c
a
r
Ｖ
の
中
の
S
h
a
r
e
d

s
p
a
c
e



違
え
て
い
る
。
特
に
、
右
に
述
べ
た
、
そ
し
て

こ
の
国
に
モ
ー
ル
ブ
ー
ム
を
ひ
き
お
こ
す
き
っ

か
け
と
な
っ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
は
、
一

九
五
〇
年
代
に
欧
米
の
建
築
家
達
が
提
唱
し
た

も
の
で
あ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
性
格
づ
け
ら
れ

る
。
第
一
に
、
商
業
業
務
地
区
に
立
地
し
て
、

不
特
定
多
数
の
市
民
が
、
歩
き
、
休
み
、
集

い
、
遊
ぶ
場
と
し
て
（
道
路
と
広
場
の
両
方
）

機
能
を
も
つ
。
第
二
に
、
人
と
車
の
交
通
形
態

で
は
、
フ
ル
モ
ー
ル
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー

ル
、
セ
ミ
モ
ー
ル
の
三
タ
イ
プ
が
あ
り
、
そ
の

整
備
方
法
は
既
存
道
路
の
改
築
に
よ
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
は
一

見
し
た
と
こ
ろ
、
馬
車
道
の
セ
ミ
モ
ー
ル
型
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
類
似
し
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
立
地
と
機
能
か
ら
み
て
本
来
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
場
合
は
居
住
地
区
で
い

わ
ば
特
定
の
人
々
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
と
い

う
特
徴
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
い
か
え
れ

ば
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
は
都
心
の
商
業
業

務
地
域
に
あ
っ
て
公
的
性
格
の
強
い
歩
行
者
空

間
の
拡
充
で
あ
る
が
、
本
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

道
路
は
住
宅
地
に
あ
っ
て
私
的
性
格
の
強
い
歩

行
者
空
間
の
拡
充
を
め
ざ
す
も
の
と
い
え
よ

②
―
横
浜
市
の
事
例
に
つ
い
て

　
本
市
唯
一
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
は
港
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
五
十
六
年
秋
に
試
行
整
備
さ

れ
た
。
こ
の
道
路
は
、
幅
員
一
〇
・
五
ｍ
延
長

八
〇
ｍ
で
、
ボ
ン
ネ
ル
フ
の
基
本
思
想
に
忠
実

に
し
た
が
い
、
歩
道
・
車
道
と
い
っ
た
分
離
を

避
け
て
、
車
道
を
と
り
さ
っ
た
。
幅
員
四
・
五

ｍ
の
「
車
道
」
部
の
線
形
は
Ｓ
字
曲
線
と
し
、

そ
の
カ
ー
ブ
を
道
路
中
心
寄
り
の
高
木
と
植
樹

桝
及
び
路
肩
か
ら
の
低
木
に
よ
っ
て
作
り
だ
し

た
（
図
―
６
）
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
入
口

図一６　港北ニュータウンコミュニティ道路平面図

と
出
口
部
分
は
、
一
般
道
路
と
区
別
し
歩
行
者

優
先
道
路
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
、

ピ
ソ
コ
ロ
舗
装
（
割
石
に
よ
る
舗
装
）
に
よ
る

イ
メ
ー
ジ
ー
ハ
ソ
プ
と
し
た
。
歩
行
者
に
は
植

樹
と
自
然
石
と
で
ガ
ー
ド
さ
れ
た
ベ
ン
チ
の
あ

る
た
ま
り
場
が
設
け
ら
れ
た
。

　
と
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道

路
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
幹
線
道
路
↓
地
区

図一７　港北ニュータウンコミュニティ道路計画における人と車の動線システム

幹
線
道
路
↓
住
区
幹
線
道
路
↓
区
画
街
路
↓
歩

専
道
↓
緑
道
の
道
路
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
お
い

て
、
人
と
車
の
混
合
部
と
な
る
区
画
街
路
と
歩

専
道
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る

　
（
図
―
７
）
。

　
通
過
交
通
の
侵
入
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
い

計
画
的
団
地
で
は
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
い

う
本
来
的
意
味
で
の
ボ
ソ
ネ
ル
フ
は
不
要
で
あ

調査季報75 82.9
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図一８　南区の道路ヒエラルキー図

図―9　井土ケ谷コミュニティ道路計画図

コミュニティ道路のイメージスケッチ

る
は
ず
で
あ
る
が
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
事
例
は
ボ
ン
ネ
ル
フ
の
も
う

一
つ
の
側
面
で
あ
る
環
境
の
質
の
向

上
、
ま
た
は
道
路
空
間
の
有
効
利
用

の
試
み
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
五

十
七
年
度
に
は
さ
ら
に
八
ヵ
所
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
が
試
行
予
定
で

あ
る
が
、
路
線
選
定
方
法
、
整
備
内

容
、
及
び
管
理
上
の
諸
問
題
に
つ
い

て
き
め
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が

望
ま
れ
る
。

　
五
十
六
年
度
に
実
施
さ
れ
た
「
魅

力
あ
る
道
路
づ
く
り
基
本
調
査
（
中
、

南
、
金
沢
区
）
」
に
お
い
て
、
生
活

道
路
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
化
か
ス

タ
デ
ィ
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
か
ら
、
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現
況
幅
員
一
一
ｍ
、
両
側
に
二
観
の
歩
道
（
複
断
面
）
。
両
方
通
行

か
ら
一
方
通
行
へ
の
変
更
を
行
い
、
区
役
所
へ
至
る
歩
車
共
存
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
整
備
を
進
め
る
。

・
路
面
は
単
断
面
と
し
、
舗
装
材
、
仕
上
げ
の
区
別
に
よ
り
車
、
人
の

　
通
行
帯
を
分
離
す
る
。

・
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
、
基
本
的
に
数
台
程
度
に
程
く
分
節
化
し
、
そ
の

　
前
後
に
は
低
木
、
高
木
と
り
ま
ぜ
た
植
栽
を
施
す
。
ま
た
、
こ
の
ふ

　
く
ら
み
は
休
憩
ス
ペ
ー
ス
、
植
栽
帯
、
案
内
板
の
設
置
場
所
と
し
て

　
も
使
わ
れ
る
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
に
直
交
す
る
道
路
は
、
歩
道
部
分
で
車
道
を
盛

　
り
あ
げ
、
歩
道
優
先
と
考
え
る
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
出
入
口
で
あ
る
井
土
ケ
谷
交
差
点
ロ
、
井
土

　
ケ
谷
橋
口
で
は
植
栽
帯
に
よ
る
特
徴
づ
け
を
行
う
。

・
電
柱
は
撤
去
す
る
も
の
と
し
、
電
力
、
電
話
等
の
ミ
ニ
共
同
溝
化
を

　
考
え
る
。



南
区
井
土
ケ
谷
の
事
例
を
示
す
（
道
路
ヒ
エ
ラ

ル
キ
ー
図
―
８
、
井
上
ケ
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道

路
図
―
９
）
。

③
―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
導
入
の
条
件

　
「
歩
行
者
空
間
」
と
は
、
歩
行
と
い
う
一
定

の
行
為
に
着
目
し
て
、
都
市
空
間
を
連
続
し
て

と
ら
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
一
般
に
歩
行
者

交
通
が
優
先
さ
れ
る
よ
う
整
備
さ
れ
た
空
間
を

さ
し
、
歩
行
可
能
な
空
間
す
べ
て
を
さ
す
わ
け

で
は
な
い
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
現
行
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
道
路
は
、
従
来
の
交
通
安
全
対
策
事

業
の
延
長
線
上
に
あ
っ
て
、
単
に
住
宅
地
区
内

の
交
通
量
も
幅
員
も
な
い
道
路
に
お
け
る
歩
道

新
設
、
拡
幅
の
新
し
い
口
実
づ
く
り
に
陥
り
や

す
い
。
本
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
は
、
地
区

計
画
の
一
翼
を
担
っ
て
車
の
専
用
路
を
な
く
す

事
業
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
本
来
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
道
路
は
、
こ
れ
ま
で
横
浜
市
が
す
す
め

て
き
た
一
連
の
歩
行
者
空
間
整
備
の
た
め
諸
事

業
の
一
環
を
な
す
も
の
で
、
住
宅
系
Ｄ
Ｉ
Ｄ
の

歩
行
者
専
用
道
路
を
整
備
す
る
如
し
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
本
市
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
を

導
入
す
る
に
際
し
て
は
、
次
の
点
に
つ
い
て
配

慮
さ
れ
た
展
開
が
必
要
と
な
ろ
う
。

①
計
画
を
す
す
め
る
に
つ
い
て
の
問
題
点

ア
　
通
過
交
通
の
排
除
を
要
件
と
す
る
コ
ミ
ュ

　
ニ
テ
ィ
道
路
は
区
画
街
路
で
実
施
さ
れ
る
。

　
し
か
し
本
市
で
は
、
主
要
幹
線
、
幹
線
道
路

　
が
未
整
備
な
だ
め
区
画
街
路
で
あ
り
な
が
ら

　
幹
線
道
路
と
し
て
使
わ
れ
る
な
ど
計
画
と
実

　
情
に
ズ
レ
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
計
画
と

　
実
情
の
両
面
か
ら
道
路
の
段
階
別
構
成
が
分

　
析
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

イ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
は
、
現
在
公
安
委
員

　
会
が
実
施
し
て
い
る
ゾ
ー
ン
規
制
に
つ
い

　
て
、
道
路
管
理
者
が
道
路
構
造
的
に
補
完
又

　
は
強
化
す
る
関
係
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
(
ア
)
で

　
述
べ
た
道
路
の
段
階
別
構
成
は
交
通
警
察
と

　
道
路
の
共
同
の
成
果
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

　
い
。
ま
た
、
現
行
の
道
路
交
通
法
に
抵
触
す

　
る
問
題
―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
内
で
は
歩

　
行
者
は
道
路
全
幅
員
を
利
用
し
て
歩
き
遊
ぶ

　
こ
と
が
で
き
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
こ
の
歩
行

　
者
優
先
を
妨
げ
る
運
転
が
で
き
な
い
こ
と
。

　
車
の
左
側
通
行
の
適
用
除
外
や
は
み
出
し
通

　
行
可
な
ど
車
両
の
交
通
方
法
の
見
直
し
、
一

　
方
通
行
規
制
の
不
使
用
。
右
側
駐
車
可
。
各

　
種
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ア
や
催
し
の
設
置

　
枠
の
拡
大
な
ど
ｉ
の
解
決
が
必
要
で
あ

　
る
。

ウ
　
道
路
法
に
つ
い
て
も
、
右
の
道
交
法
と
同

　
様
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
供
用
済
道
路
の

　
歩
専
道
指
定
、
道
路
構
造
例
上
の
取
り
扱

　
い
、
道
路
管
理
者
に
よ
る
不
正
通
行
者
（
車
）

　
へ
の
直
罰
規
定
な
ど
に
つ
い
て
、
巧
み
な
法

　
運
用
や
改
正
が
必
要
で
あ
る
。

エ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
特
徴
か
私
的
性
格

　
の
強
い
歩
行
者
空
間
で
あ
る
た
め
、
交
通
流

　
の
変
更
に
対
す
る
市
民
の
理
解
、
生
活
に
密

　
着
し
た
細
か
い
要
望
の

　
反
映
は
か
な
り
重
要
で

　
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

　
ボ
ン
ネ
ル
フ
同
様
、
コ

　
ミ
ュ
ニ
テ
イ
道
路
計
画

　
は
住
民
主
導
型
が
原
則

　
で
、
行
政
主
導
型
は
補

　
足
的
な
こ
と
を
意
味
し

　
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、

　
計
画
、
建
設
、
管
理
の

　
全
工
程
に
つ
い
て
明
解

　
な
住
民
参
加
シ
ス
テ
ム

　
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ

　
る
（
図
―
1
0
）
。

オ
　
費
用
分
担
と
く
に
住

　
民
負
担
金
の
ル
ー
ル
づ

　②
設
計
に
あ
た
っ
て
の
問

　
題
点

図一10　ボンネルフ計画手続フロー②

図一11　ボンネルフ計画手続フロー図(1)
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(
ア
)
　
ボ
ン
ネ
ル
フ
が
面
的
な
、
建
設
省
の
そ
れ

　
が
線
的
な
歩
車
共
存
を
は
か
る
も
の
と
す
れ

　
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は

　
　
「
辻
、
小
広
場
」
「
バ
ス
停
ま
わ
り
」
の
い

　
わ
ば
点
的
整
備
が
考
え
ら
れ
て
よ
い
。
ま

　
た
、
線
的
整
備
の
中
に
南
区
や
中
区
に
多
い

　
　
「
坂
や
尾
根
道
」
整
備
が
含
ま
れ
て
よ
い
。

　
ジ
グ
ザ
グ
状
や
道
路
幅
員
に
こ
だ
わ
ら
な
い

　
多
様
な
整
備
内
容
を
提
案
す
る
必
要
が
あ

　
る
。

　
設
せ
ず
に
ト
ラ
フ
型
簡
易
共
同
溝
に
収
容
し

　
て
、
道
路
の
美
化
と
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ

　
ア
の
設
置
融
通
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

　
る
。
電
柱
、
標
識
、
地
下
埋
設
物
の
整
理
統

　
合
を
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
ウ
)
　
駐
車
、
荷
捌
き
の
ル
ー
ル
づ
く
り
。

(
エ
)
　
舗
装
、
植
樹
、
花
壇
の
多
様
性
。

③
維
持
管
理
面
の
問
題
点

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
で
は
維
持
管
理
上
路

　
面
清
掃
車
の
作
業
は
困
難
で
、
人
力
作
業
と

　
な
る
。
ま
た
、
建
設
費
同
様
に
維
持
管
理
費

　
用
の
負
担
区
分
の
問
題
点
も
あ
る
。
人
と
費

　
用
に
つ
い
て
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
に
な

　
る
。

　
車
と
歩
行
者
の
間
に
あ
る
種
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
つ
よ
う
交
通
量
を
制
御
す
る
こ
と
は
保
守
的

な
考
え
方
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
わ
れ
わ

れ
の
都
市
の
大
部
分
が
自
動
車
時
代
以
前
に
あ

た
っ
た
と
い
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
生
活
様
式
を
そ

の
昔
に
変
更
さ
す
こ
と
は
余
り
に
も
退
嬰
的
で

あ
り
、
そ
し
て
技
術
革
新
の
た
び
に
都
市
改
造

す
る
こ
と
も
ま
た
余
り
に
も
非
現
実
的
で
あ

る
。

　
わ
れ
わ
れ
の
都
市
に
は
、
長
年
の
伝
統
と
か

け
が
え
の
な
い
資
産
が
あ
る
の
で
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
対
す
る
に
も
慎
重
で
あ
っ
て
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
〈
道
路
局
管
理
部
管
理
課
〉
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モ
ー
ル
ブ
ー
ム
の
あ
と
に
や
っ
て
き
た
新
し

い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

道
路
が
語
ら
れ
て
い
な
い
か
。
自
動
車
問
題
が

指
摘
さ
れ
て
久
し
い
が
、
自
動
車
が
か
く
も
苛

酷
な
事
態
を
ひ
き
お
こ
し
て
も
、
こ
の
国
の
人

々
は
自
動
車
に
執
着
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を

与
件
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
「
歩
行
者
空
間
整

備
」
ま
た
は
「
楽
し
く
歩
け
る
識
づ
く
り
」
を

め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト

の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
を
議
論
す
る
必
要

が
あ
る
。

五

お
わ
り
に

(
イ
)
　
　
S
h
a
v
e
d

S
u
r
f
a
c
e
の
考
え
方
は
道
路
の

　
公
益
施
設
の
収
容
機
能
に
つ
い
て
も
適
用
で

　
ざ
る
。
電
柱
や
各
種
標
識
、
街
灯
を
共
架
柱

　
に
集
約
し
、
各
種
地
下
埋
設
物
を
各
々
直
埋
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